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10色の色で鮮やかに！
白石の皆様と描き上げた、

「第1回 尚絅メディアフェスタ」

地域の皆さんと作り上げました！

●情報掲示板／学校行事報告　●同窓会コーナー拡大版（全国支部総会）

子羊からの一通の手紙
中高教員／市川日和

はばたき
1991年 尚絅学院高等学校卒業
仙台市立八軒中学校教諭／高田志穂さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○ 学習される教育「環境」／表現文化学科　教員 勝畑田鶴子

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先

尚絅学院後援会事務局
〒981-1295
宮城県名取市ゆりが丘4-10-1

TEL.022-381-3342
FAX.022-381-3467
E-mail:koenkai@shokei.ac.jp

この1冊で、尚絅学院の
「いま」がよくわかります。

学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。
生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました! ※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5 回発送されます。（会費は年額2,000 円もしくは、
複数年でも受け付けております） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

③継続購読ご希望の方は、2,000 円以上ご入金いただく
か、専用振込用紙を同封致しますので、それをご利用く
ださい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入ください。

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。●秋月ゼミ／アニメーションま〜ごの世界　●小原ゼミ／ミニコミ紙制作

　旅行記の類が好きで、よく読む

。未知の世界への憧れがあるのだ

ろう。しかし、珍しい場所で希有な

体験をするだけの旅行記はつまら

ない。一定のフィクションが必要で

ある。最近、ブルース・チャトウィン

の著作を読んだ。調査、取材が徹

底していて、虚実の交わる世界を、

端正な文体で描く。例えば『パタゴ

ニア』では過去の無名の人たちが、

肉体を帯びて立ち現れる。早逝し

た彼が書くはずのあの世の旅行記

は、惜しいことにまだない。（Ｔ．０）

　　　

表紙写真／奉仕の日（中学生）

記事を読んでの感想、思い出のお写真、情報等
お待ちしています！募集中！

FAX E-Mailお手紙 おハガキ

電話受付時間 木曜日を除く
平日9：00〜15：30

にお送りください。

氏
家
潮
様
（
97
歳
）

　（
本
科
昭
和
５
年
卒
）

　
８
月
28
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

茂
庭
弘
子
様
（
76
歳
）

　（
女
子
短
期
大
学
部

　
家
政
科
昭
和
29
年
卒
、旧
姓
佐
藤
）

　
９
月
24
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
清
隆
様
（
78
歳
）（
評
議
員
）

　
11
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
ミ
ツ
ヰ
様
（
79
歳
）

　（
本
学
院
中
高
教
員

　
牧
野
久
子
様
ご
祖
母
）

　
12
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
シ
ン
様
（
95
歳
）

　（
本
科
昭
和
６
年
卒
、

　
高
等
科
英
文
科
昭
和
９
年
卒
、

   

元
中
高
教
員
、旧
姓
角
田
）

　
12
月
22
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
み
え
様
（
79
歳
）

　（
元
中
高
教
員
）

　
12
月
31
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

募金事業報告12 月 31日現在 1143 件 ￥78,187,226

　2008 年６月に開始しました募金活動事業も、2009 年
12 月をもって終了いたしました。これまで、募金事業の推
進にお骨折りいただきました募金委員や同窓会役員の
皆様、募金に応じて頂きました１１４３名の皆様に心より
お礼申し上げます。お陰様をもちまして、12 月31 日現在、
７８、１８７、２２６円のご寄付を頂戴しました。募金額は過
去最高額となっています。大変な経済不況下にあった中で
の募金活動でしたが、卒業生の働きを見た幼稚園長様か
らの寄付、逝去された卒業生の家族からの寄付もありまし
た。募金申込用紙には「厳しい生活の中からで少額ですが」
とのメッセージが添えられたものもありましたし、在校生
の祖母からは、尚絅の発展を願い赤い千代紙の折り鶴が
寄付金に添えてありました。全て本学院への思いと感謝、
それは決して疎かにできない尚絅の強い絆を感じさせる
ものでした。新しい教育を目指す本学院にとって、皆様の
思いが力強い支えとなっておりますことを申し上げ、募金
活動終了のご挨拶と御礼に代えさせていただきます。

（募金事務局）

皆 様、ご 協力大 変ありがとうご ざいました！

’
10
年
１
月
15
日(

金)

江
陽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、22
名
の
参
加
の
も
と

臨
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。12
月
号

尚
絅
誌
で
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
審
議
案
に
、一
部
表
記
上
の
修
正
を
行

い
、ほ
ぼ
今
回
の
提
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
規
約
は
新
年
度
に
H
P
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

’
10
年
度
よ
り
代
議
員
制
に
な
り
、新
た

な
出
発
を
す
る
後
援
会
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
長
　
高
橋
脩
）

第470号
2010年(平成22年)

2月10日発行

後
援
会 

臨
時
総
会

頂きました募金で立派な大学図書館が完成しました。頂きました募金で立派な大学図書館が完成しました。

※皆様から頂いた募金は今後、エラオ・中高整備費で大事に使わせて
いただきます。
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Printed 
matter

　
今
回
の
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
に
際
し
、

小
原
ゼ
ミ
で
は
白
石
を
紹
介
す
る
雑
誌

『
和
一
緒
』（
わ
っ
し
ょ
い
）の
制
作
と
、フ
ェ

ス
タ
を
報
道
す
る
ミ
ニ
コ
ミ
紙「
日
新
月

報
」を
２
回
発
行
し
ま
し
た
。

　『
和
一
緒
』は
、学
生
た
ち
の
視
点
か
ら

白
石
を
調
査
・
研
究
し
、フ
ェ
ス
タ
来
場
者

を
読
者
に
想
定
し
ま
し
た
。内
容
は
個
人

企
画
と
共
同
企
画
に
分
か
れ
、前
者
は「
こ

の
街
創
造
人
」「
白
石
気
ま
ぐ
れ
紀
行
」「
24

個
の
白
石
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
生

か
し
た
企
画
で
す
。後
者
は
、「
白
石
市
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」「
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の

内
側
か
ら
」な
ど
、硬
軟
取
り
混
ぜ
取
材
し

た
記
事
で
す
。

　
企
画
立
案
、事
前
調
査
、現
地
調
査
、資

料
閲
覧
、記
事
執
筆
、レ
イ
ア
ウ
ト
、印
刷

な
ど
の
苦
労
話
は
、編
集
後
記
に
掲
載
し

ま
し
た
。と
も
か
く
初
め
て
の
試
み
に
戸

惑
い
、手
探
り
で
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て

い
っ
た
学
生
た
ち
の
努
力
の
立
派
な
成
果

で
す
。

　
白
石
の
方
た
ち
か
ら
も
好
評
を
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
だ
残
部
が
少
数
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
小
原
研

究
室
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

編
集
部
を
立
ち
上
げ
、

協
力
体
制
で
取
材
に
駆
け
回
り

満
足
の
い
く
結
果
を
出
せ
ま
し
た
！

Obara Seminar
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さ
る

11
月
１

日（
日
）か

ら
３
日(

火
）

に
第
１
回
尚
絅
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス

タ「
今
か
ら
描
き
た
い
・
白
石
遠
近

法
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
催

し
は
、表
現
文
化
学
科
が
、白
石
に

お
住
ま
い
の
皆
様
お
よ
び
白
石
市

と
の
提
携
に
よ
り
、市
内
６
会
場
で

展
開
し
た
、総
合
文
化
イ
ベ
ン
ト

で
す
。コ
ン
サ
ー
ト
に
ア
ニ
メ
、映

画
、プ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
、10
の
企
画
を
、学
生

と
教
員
が
２
年
が
か
り
で
準
備
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
表
現
文
化
学

科
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
地
域
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
貫

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。本

学
科
で
は
、地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、全
人
的
教
育
の
効
果

を
上
げ
、さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
能
力
を
育
成
し
て
、学

生
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、最

10
色
の
色
で
鮮
や
か
に
！

白
石
市
の
皆
様
と
描
き
上
げ
た
、

「
第
１
回 
尚
絅
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」

第
１
回
尚
絅
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ

「
今
か
ら
描
き
た
い
・
白
石
遠
近
法
」

に
つ
い
て

初
の
開
催
地
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、学
生
と
教
員
の
試
行
錯
誤
を

支
え
て
く
れ
る
よ
う
な
、地
域
の
総

合
力
を
重
視
し
ま
し
た
。城
下
町
と

し
て
の
伝
統
と
現
代
文
化
が
一
体

と
な
っ
て
い
る「
仙
南
の
雄
」白
石

市
は
、ま
た
と
な
い
条
件
を
備
え
て

お
り
ま
す
。あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

白
石
の
み
な
さ
ま
か
ら
は
、ご
支
援

い
た
だ
け
る
と
の
反
応
を
す
ぐ
に

頂
戴
し
、今
回
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。得
ら
れ
た
成
果
は
、学
生

の
卒
業
研
究
の
素
材
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、地
域
に
積
極
的

に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。                                                                   

おもしろい市LIVEアテネ
ぽっかぽかコンサート

〜広げよう、みんなの「和」

白石デート大作戦！ことばで見る白石

goodslivemap

ゼミ生が考えた白石グッズの展示や、佐々
木こけし工房さんとコラボレーションして
制作したこけしハンガーの展示、そして「白
石を感じる旅館の一室」を実際に再現した
コーナーなどを展示。

５時間半の長丁場に渡る生放送をイン
ターネット上にて実施したほか、これまでの
白石市内での調査の模様や、秋月ゼミのク
レイアニメーション「まごにめ～しょん」の
予告編などのアーカイブ配信も行った。

和太鼓倶楽部「螢さん」、白石女子高等学
校さん、よさこい走乱白石城さん、そしてゲ
ストとして柴田三兄妹さんを迎え、約2時
間のバラエティ溢れる、心温まるコンサー
トを開催。

3つの展示企画を開催。①白石市教育委員
会の全面協力の下「最後の小十郎」という
展示企画。②「わたしたちの孫太郎虫！」と
いう展示企画。③「白石本郷まちなみミュー
ジアム」という展示企画。

白石を舞台にして製作された青春ロード
ムービー「白石デート大作戦！」を上映。他
に撮影が行われたロケ地情報や、白石ゆか
りのグッズの展示。

白石市内の小中学生のみなさんから募集し
た短歌や詩、白石に関する本などを、秋の白
石を感じられるような装飾と共に展示。他に
ゼミ生による詩や短歌、民話、そして白石をイ
メージして創られた詩の朗読・郡読を行った。

マンガ研究者、地域研究者、そして白石女子高
出身の漫画家・安孫子三和さんが、マンガやア
ニメと地域との関係について語ります。

白石の名所・名物・そして有名人を、学生の
視点から取材したものを「46（しろ）」のキー
ワードと、「14（いし）」のキーパーソンから
なる電子ガイドマップとして製作。

曾澤
ゼミ

大野
ゼミ

菊池
ゼミ

wa

佐藤
ゼミ

history

千葉
ゼミ

Short 
movie

広瀬
ゼミ

poetry

松本
ゼミ

manga

学術
シンポジウム

白
石
市
を
市
民
の
皆
様
と
大
学
・
表
現
文
化
学
科
の
学
生
達
で
、

色
ん
な
角
度
か
ら
見
つ
め
、カ
ラ
フ
ル
に
描
き
上
げ
て
み
ま
し
た
。

さ
て
、ど
ん
な
風
景
が
み
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

表
現
文
化
学
科
教
員

千
葉
正
樹

　
秋
月
ゼ
ミ
で
は
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
研
究

の
一
環
と
し
て「
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。ク
レ
イ
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、主
に
粘
土
を
素
材

と
し
た
人
形
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
た
立

体
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
で
す
。人
形

を
動
か
し
な
が
ら
、カ
メ
ラ
で
一
枚
一
枚

静
止
画
を
撮
影
し
、そ
の
静
止
画
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
ん
で
、動
画
に
し
ま
す
。そ

し
て
そ
の
動
画
に
、声
や
効
果
音
な
ど
を

入
れ
て
完
成
で
す
。今
回
の「
尚
絅
メ
デ
ィ

ア
フ
ェ
ス
タ
白
石
」で
は
、白
石
の
斎
川
地

区
名
産
で
あ
る「
孫
太
郎
虫
」と
呼
ば
れ

る
、ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た「
ま
〜
ご
」と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

考
え
ま
し
た
。今
回
公
開
し
た
作
品『
ま
〜

ご
の
ふ
ゆ
や
す
み
』は
、昨
年
度
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
で
公
開
し
た
作
品『
ま
〜
ご
の
な

つ
や
す
み
』の
続
編
で
す
が
、造
形
、撮
影
、

編
集
、効
果
等
に
お
い
て
、確
実
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
作
品
に
仕
上
が
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。な
お
、「
ま
〜
ご
」の
声
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
、プ
ロ
の
声
優
さ
ん
た

ち
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

Akizuki Seminar

animation

細
か
な
作
業
を
繰
り

返
し
て
生
ま
れ
た
、

ま
〜
ご
の
世
界
！

背景セットに粘土で
制作した人形を置い
て、少しずつ動かしな
がら撮影します。1秒
間の動画に10 枚以
上の静止画 
が必要です。

「ま〜ごの部屋」のセット制作中。柱に
ニスを塗って乾かしているところ。

東京テレビセンターでのアフレコ風
景。

コマ撮りした画像と録音した声をパ
ソコンに取り込んで編集します。

11月の本番では市の情報センター・アテ
ネに編集室を設置し、ミニコミ紙を２回発
行しました。ＯＡ機器や印刷用紙を配置し
た編集室での記念撮影です。

白石市長、風間康静氏へのインタビュー。白石の
歴史と魅力を長時間お話し頂きました。

９月に調査と編集会議を兼ね、蔵王
のリゾートホテルで２泊３日の合宿
をしました。

白石市材木岩
公園での取材
風 景。水 の 町
をテーマに白
石川の周辺を
何回も調査し
ました。

みんなの感想をきいてみよう！

缶バッジや携帯クリーナーなどの「ま〜ご」グッズ がと

ても好評で、すぐになくなってしまいました。（学生A）

ただアニメを見てもらうだけでなく、白石の皆さん 

といろいろなお話ができたのもとっても大きな収

穫です。（学生B）

プロの声優さんの熱演に押されて撮り直しもしま

した。大変だったけど、よりいい作品になったと思い

ます。（学生C）

みんなの感想をきいてみよう！
始まりは成功への不安から、次に楽しさや辛さがあ

り、最後は雑誌を手に取ってくれた喜びを感じた長

いようで短いお祭りでした。（S.K）
雑誌を発行するのは初めてで、戸惑うことも多くあ

りました。時間がない中、完成したときには拍手をす

るほど感動しました。（F.O）何度か逃げ出したくなりましたが、終わってみると、楽し

かった思い出しか出てきません。忙しかった分、勉強にな

りました。（S.S）

地域とマンガ・アニメ 白石本郷まちなみミュージアム

白石キーワードマップ
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子
羊
か
ら
の

一
通
の
手
紙

010

第
10
回

ア
で
オ
ー
プ
ン
な
利
用
を
望
む
の
は
、日
々

機
器
を
と
お
し
て
フ
ェ
ア
で
オ
ー
プ
ン
な
対

応
を
体
感
し
た
学
生
の
、社
会
に
出
た
後
、そ

の
体
験
の
記
憶
を
基
に
、全
て
の
物
事
に
対

し
て
肯
定
的
で
柔
軟
な
開
か
れ
た
視
点
の

フ
ェ
ア
で
オ
ー
プ
ン
な
行
動
を
願
う
た
め
で

あ
る
。学
生
は
学
内
で
日
常
的
に
多
種
多
様

な
学
習
を
す
る
。授
業
担
当
者
の
専
門
性
と

厳
し
さ
と
真
摯
な
態
度
、授
業
外
で
耳
に
す

る
大
学
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
ば
の
端
々
、目
に

す
る
振
る
舞
い
、学
生
自
身
の
扱
わ
れ
方
、学

内
項
目
の
決
定
・
運
営
方
法
ま
で
、大
学
「
組

織
の
環
境
」は
無
意
識
に
吸
収
・
学
習
さ
れ
、

再
生
産
さ
れ
て
い
く
。学
生
に
学
習
を
望
む

世
界
観
を
大
学
組
織
そ
の
も
の
は
具
現
し
て

い
る
か
、日
々
検
証
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（
＊
）当
時
の
L
L
教
室
導
入
提
案
者
は
、昨
年
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
本
学
評
議
員
・
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
吉
川
清
隆

先
生
。こ
こ
に
、先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
当
時
合
唱
部
は

有
名
で
し
た
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
こ

だ
わ
ら
な
い
先

生
の
活
動
方
針
の

お
か
げ
で
、歌
う

楽
し
み
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
が
大
好
き
で
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
教
え
て
い
る
生
徒
に
も
よ
く
話
し

ま
す
が
「
今
し
か
や
れ
な
い
こ
と
」が

学
生
時
代
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

高
校
時
代
の
部
活
動
が
今
の
私
を
支
え

て
い
る
よ
う
に
、み
な
さ
ん
が
今
や
っ

て
い
る
こ
と
が
今
後
の
人
生
を
支
え
て

行
く
こ
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
。ど
う

ぞ
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

　「
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み
」こ
れ
は
誰
も
が

体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。ま
さ
に
危
機
迫
る
瞬
間
、心
の
中
で「
神

様
！
」と
叫
ぶ
と
か
、良
く
な
い
こ
と
が
続
く
と

「
お
祓
い
」し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
と
思
う
な

ど
、日
本
人
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
士
師
記
３
章
14
・
15
節
は
、罪
を
犯
し
試
練

を
与
え
ら
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
が
、

主
な
る
神
様
に
助
け
を
求
め
た
ま
さ
に｢

苦

し
い
と
き
の
神
頼
み｣

の
場
面
で
す
。聖
書
の

語
る「
罪
」（
原
語
で
は「
的
外
れ
」）は
、神
を
神

と
せ
ず
、自
分
を
神
と
し
て
自
己
中
心
で
あ
る

事
を
意
味
し
ま
す
。イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
神
様

に
導
か
れ
、約
束
の
地
カ
ナ
ン
に
招
か
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
後
神
様
に
背
く
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
彼
ら
の
様
子

か
ら
わ
か
る
の
は
、「
私
た
ち
は
苦
し
み
の
中
に

あ
っ
て
も
、本
当
の
神
様
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
自
分
勝
手
な
存
在
だ
」と

い
う
こ
と
で
す
。だ
っ
て
、敵
に
支
配
さ
れ
、苦

役
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
に
、18
年
も
神
様
に

助
け
を
求
め
な
い
の
で
す
か
ら
。ま
た
、そ
の
一

方
で「
真
の
神
様
は
私
た
ち
の
助
け
を
求
め
る

声
に
、す
ぐ
に
答
え
て
く
だ
さ
る
方
だ
」と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
答
え
は
も
し
か

す
る
と
私
た
ち
の
願
う
よ
う
な
答
え
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、人
が
聖
書
の
神

様
に
助
け
を
求
め
る
と
き
、必
ず
そ
の
答
え
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

　「
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み
」そ
の
も
の
は
悪

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。問
題
な
の
は
神
で

な
い
も
の
を
神
と
し
て
助
け
を
求
め
る
こ
と

で
す
。聖
書
を
知
っ
て
い
く
こ
と
で
、私
た
ち
は

こ
の
世
界
の
造
り
主

で
あ
る
神
様
を
知
っ

て
い
き
ま
す
。困
難

や
試
練
に
あ
る
と
き

（
も
ち
ろ
ん
平
穏
に

あ
る
と
き
も
）み
な

さ
ん
が
こ
の
神
様
に

頼
り
、力
を
尽
く
し

て
い
け
る
よ
う
に
お

祈
り
し
ま
す
。

こ
う
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
は
、

18
年
間
、モ
ア
ブ
の
王
エ
グ
ロ
ン
に
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
が
主
に
助
け
を
求
め
て
叫
ん
だ
の
で
、

主
は
彼
ら
の
た
め
に
一
人
の
救
助
者
を
た
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

士
師
記
３

：

14
ー
15
）
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中
高
教
員

市
川
日
和

表現文化学科　教員 勝畑田鶴子

　
尚
絅
奉
職
時
に
課
せ
ら
れ
た
「
英
語
視
聴

覚
教
育
」。開
設
３
年
目
の
尚
絅
女
学
院
短
期

大
学
英
文
科
中
山
校
舎
の
２
室
の
フ
ル
ラ
ボ

25
ブ
ー
ス
背
面
管
理
L
L
教
室
は
斬
新
さ

と
意
気
込
み
を
放
っ
て
い
た
（
＊
）
。70
年
代
の

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
、80
年
代
普
及
の
V
T
R
、

90
年
代
後
半
か
ら
の
P
C
と
、機
器
は
関
わ

る
人
間
を
多
数
要
求
す
る
。機
器
・
関
連
機

材
・
設
置
教
室
の
日
常
的
な
維
持
・
管
理
、新

機
導
入
の
資
金
調
達
と
多
種
多
様
な
部
署
・

業
者
と
の
交
渉
、実
に
多
く
の
方
々
に
助
け

ら
れ
た
39
年
間
に
、係
る
人
々
の
機
器
対
応

の
背
後
に
透
け
て
見
え
る
考
え
方
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
多
か
っ
た
。メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
機
器

は
不
思
議
な
こ
と
に
、人
間
と
い
う
メ
デ
ィ

ア
に
載
っ
て
学
生
に
届
く
。私
の
２
大
方
針

は
、最
新
機
器
の
導
入
と
、そ
の
機
器
の
開
か

れ
た
利
用
法
の
提
供
。関
連
す
る
人
的
環
境

も
含
め
た
機
器
と
い
う
共
有
資
源
の
、フ
ェ

学習される教育「環境」　

最新機器と、
学生への想い。
39年間の
思いを胸に…。

　
も
と
も
と
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

と
尚
絅
で
魅
力
的
な
音
楽
の
先
生
と
出

会
い
、教
師
を
目
指
し
ま
し
た
。ま
た
、

も
と
も
と
女
性
が
社
会
で
安
定
し
て
働

く
事
が
で
き
て
一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事

を
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た

た
め
、高
校
の
頃
は
「
教
師
か
看
護
師
」

と
理
数
ク
ラ
ス
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。大
学
の
頃
ミ
ス
仙
台
に
選
ば
れ
、ま

わ
り
か
ら
は
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
華
や
か

な
就
職
先
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、心

を
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
採
用
試
験
の

勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

　
教
員
生
活
は
毎
日
が
驚
き
と
変
化

に
富
ん
だ
日
々
の
連
続
で
す
が
、特
に

合
唱
や
吹
奏
楽
で
１
つ
の
音
楽
を
奏
で

て
い
る
時
に
感
じ
る
一
体
感
は
高
校
時

代
に
感
じ
た
も
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

す
。合
唱
を
指
導
し
て
い
る
と
、教
え
方

や
言
い
方
が
恩
師
（
鈴
木
優
子
先
生
）

そ
っ
く
り
で
思
わ
ず
笑
い
そ
う
に
な
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。そ
の
く
ら
い
、

教
師
と
い
う
仕
事
は
生
徒
に
影
響
を
与

え
る
も
の
な
の
だ
な
…
と
責
任
の
重
さ

も
感
じ
ま
す
。

　
合
唱
部
で
の
活
動
が
何
よ
り
の
思
い

出
で
す
。「
尚
絅
に
入
学
す
る
な
ら
合
唱

部
に
入
る
ん
で
し
ょ
」と
言
わ
れ
る
ほ

教
員
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
教
諭

高
田
　
志
穂
さ
ん

1
9
9
1
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校
卒
業

尚
絅
時
代
の
思
い
出

合唱部で出会った
歌う楽しみ。
その思い出が、
今の自分を
支えています。

仕
事
上
の
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

Shiho Takada

1991年  
1994年

2003年

尚絅女学院高等学校卒業
県内大学学芸学部音楽科卒業
中学教員として県内２校勤務
仙台市立八軒中学校に転勤
合唱部・吹奏楽部顧問となる。

【合唱部】
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール
全国大会、全日本合唱コンクール
全国大会、声楽アンサンブルコン
テスト全国大会出場　など

【吹奏楽部】
全日本吹奏楽コンクール全国大
会、管楽合奏コンテスト全国大
会、アンサンブルコンテスト全国
大会、マーチングコンテスト東北
大会　など多数の大会において
入賞する。「教育音楽」「Band　
Journal」などに執筆。

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス

ある日の高田志穂さんを追う！
TIME SCHEDULE

06:00

07:30

08:15

13:00

16:00

18:30

21:00

22:30

起床

朝練習開始

吹奏楽は毎日朝練習

勤務開始　

朝の会、打合せ、授業は毎日

５時間程度

給食

部活動指導・会議など

生徒下校

事務整理や打合せ、保護者と

の面談など

帰宅

夫と晩酌しながら１日の報告

就寝



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

寒
さ
も
ま
だ
ま
だ
続
く
２
月
。

卒
業
の
春
を
目
の
前
に
し
て
、校
内
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
校
内
行
事
で
盛
り
上
が
っ
た
秋
か
ら
冬
。

写
真
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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そ
の
他
の
行
事
報
告

（
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

　
’

09
年
11
月
中
旬
、高
校
２
年
生
は
３
方

面
に
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。平
和
に

つ
い
て
深
く
学
び
を
深
め
た
と
と
も
に
、現

在
の
我
々
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
沖
縄
、日
韓
両
国
の
交
流
の
歴
史
や
文

化
を
学
び
、釜
山
イ
サ
ベ
ル
高
校
生
と
の
楽

し
い
ひ
と
時
を
持
っ
た
韓
国
、ま
た
、10
日

間
豪
州
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
に
滞
在
し
、現
地
高

校
で
の
授
業
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
経
験

し
た
国
際
情
報
ク
ラ
ス
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
思

い
出
深
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
25
日（
水
）創
立
記
念
礼
拝
が
も
た

れ
ま
し
た
。加
藤
学
院
長
よ
り
”
先
人
が
語

り
か
け
る
こ
と“
と
題
し
て
尚
絅
が
創
立
さ

れ
た
頃
の
時
代
背
景
と
歩
み
、ブ
ゼ
ル
校

長
が
当
時
の
卒
業
生
に
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ”b
e

 g
o

o
d

“
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
が
ら

も
奥
の
深
い
こ
と
ば
の
意
味
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
偉
い
人
・
有
名
な
人
・
高
い
地
位
の
人
に
な

れ
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
重
要
な

こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
良
き
心
で
あ
る
。そ
し

て
、良
き
心
を
自
分
の
郷
里
、与
え
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
生
か
し
な
さ
い
」心
に
よ
く
刻
ん
で

お
き
た
い
言
葉
で
し
た
。　
　
　 

（
後
援
会
）

　
仙
台
駅
で
み
か
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
々
。駅
に
行
く
た
び
に
見
か
け
ま
す
。で

も
私
に
は
何
も
出

来
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
何
か
し
て
あ
げ

た
い
」
そ
ん
な
こ

と
を
思
っ
て
い
る

と
、
３
A
で
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
に
つ

い
て
の
話
題
が
出
ま
し
た
。と
て
も
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
気
持
ち
が
上
が
り
ま
し
た
。仙

台
夜
回
り
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
活
動
は
、と

て
も
す
ば
ら
し
い
内
容
ば
か
り
で
し
た
。私

は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
の
た
め
に
、お
米
を

わ
け
る
作
業
を
し
ま
し
た
。３
人
組
に
な
っ

て
や
っ
た
の
で
す
が
、私
は
袋
を
結
ぶ
係
で

し
た
。私
は
今
回
、と
て
も
沢
山
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
学
び
を
ち
ゃ
ん
と
実
行
出
来
る
よ
う

に
日
々
考
え
な
が
ら
生
き
た
い
で
す
。ホ
ー

ム
レ
ス
の
方
も
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す
。で

す
か
ら
、私
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
３
A
　
鈴
木
亜
里
沙
）

　
幼
稚
園
で
は
12
月
15
日（
火
）・
16
日（
水
）

（
年
中
・
長
組
の
縦
割
り
ペ
ア
）、17
日（
年
少

組
）の
３
日
間
の
日
程
で
、保
護
者
の
方
々
や

ご
家
族
の
方
々
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を

ま
も
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
向

け
、聖
書
の
お
話
し
を
聞
い
た
り
、１
日
１
日

心
を
落
ち
着
け
、イ
エ
ス
様
を
迎
え
る
準
備

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
年
中
・
長
組
の
礼

拝
の
中
で
は
、子
ど

も
た
ち
が
降
誕
劇

を
演
じ
、イ
エ
ス
様

の
お
誕
生
の
喜
び

を
伝
え
ま
し
た
。見

て
い
た
方
々
は
、子

ど
も
た
ち
の
一
生

懸
命
歌
い
語
る
姿

か
ら
も
、ク
リ
ス
マ

ス
の
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

（
幼
稚
園
教
頭
　
甲

原
園
子
）

　
５
日
間
を
通
し
て
、知
識
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
戦
争
と
被
害
者
の
思
い
な
ど
を
、事

前
学
習
の
と
き
よ
り
も
さ
ら
に
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
日
に
行
っ
た
対
馬
丸
記
念
館
に

は
、犠
牲
者
を
忘
れ
な
い
た
め
の
一
人
ひ
と

り
の
写
真
や
学
用
品
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。形
あ
る
も
の
は
時
が
経
て
ば
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、何
年
経
っ
て
も
失
わ

れ
な
い「
想
い
」と
い
う
の
は
、平
和
へ
の
強

い
希
望
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
学
管
弦
楽
団
第
16
回
定
期
演
奏
会
は
、

12
月
27
日（
日
）に
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
で
行
わ

れ
ま
し
た
。私
達
は
演
奏
会
に
向
け
て
夏

期
合
宿
や
強
化
練
習
を
行
い
、団
員
一
丸
と

な
っ
て
長
時
間
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。ま

た
空
い
て
い
る
時
間
に
パ
ー
ト
練
習
や
個

人
練
習
を
し
、少
し
で
も
良
い
演
奏
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。本
番
で
は
皆
様
に

良
い
演
奏
を
お
届
け
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
を
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
指
揮

者
の
高
木
和
男
先
生
や
、ご
多
忙
の
中
、協

演
し
て
下
さ
っ
た
ソ
リ
ス
ト
の
星
簇
亜
実

さ
ん
、多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
無
事
に
演

奏
会
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
長 

保
育
科
２
年
　
佐
藤
朝
美
）

　
12
月
19
日（
土
）、東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城（
宮
城
県
民
会
館
）に
お
い
て

中
高
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
お
捧
げ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
林
孝
男
宗
教
主
任
に
よ
る
説
教
で
は
、

神
が
い
か
に
私
た
ち
の
こ
と
を
愛
し
て
お

ら
れ
る
か
と
い
う
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を

共
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、聖
歌
隊
に
よ
る
美
し
い
音

楽
を
背
景
に
、中
学
生
が
降
誕
劇
を
厳
か
に

演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。大
き
な
恵
み
に
満
た

さ
れ
、心
か
ら

感
謝
致
し
ま

す
。

　
来
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
礼

拝
は
、
中
高

の
礼
拝
堂
を

会
場
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
本
校
で

ご
一
緒
に
主

の
ご
降
誕
を

お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。

（
中
高
宗
教

部
　
渡
辺
圭

太
郎
）

中
学
校

奉
仕
の
日

大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た

幼
稚
園

一
生
懸
命
歌
い
ま
し
た
！

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

ハロウイン
10月30日（金）

収穫感謝祭
11月12日（木）

高
等
学
校

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

美
し
い
音
楽
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た

中
学
校
そ
の
他
の
報
告

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
31
回
宮
城
県
中
学
校

新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
　
第
５
位

同
大
会
２
次
リ
ー
グ
　
準
優
勝

創
立
記
念
礼
拝

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て

修
学
旅
行

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た

沖
縄
修
学
旅
行
を

終
え
て

２
年
６
組
　
今
野
瞳

大
学
・
短
期
大
学

様
々
な
催
し
で
楽
し
み
ま
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　
12
月
17
日（
木
）13
時
30
分
よ
り
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
に
て
、第
１
部
礼

拝
は
保
育
科
２
年
生
聖
歌
隊
入
場
後
、佐
々

木
公
明
学
長
よ
り「
最
も
小
さ
き
者
」と
題

し
て
、小
さ
い
者
に
心
を
寄
せ
る
大
切
さ
に

つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
は
土
田
先
生
指
揮
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
、佐
藤
淳
一
先
生
の
テ

ノ
ー
ル
独
唱
、今
井
邦
男
先
生
指
揮
・
保
育

科
２
年
生
音
楽
コ
ー
ス
の「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー

ラ
ス
」、保
育
科
１
年
生
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

打
楽
器
・
学
内
有
志
聖
歌
隊
が
加
わ
っ
た
合

唱
、最
後
は
会
場
全
員
合
唱「
き
よ
し
こ
の

夜
」の
音
楽
会
で
し
た
。開
始
前
に
昨
年
度

の
席
上
献
金
で
設
立
運
営
が
開
始
さ
れ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
保
育
施
設
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

（
宗
教
部 

表
現
文
化
学
科
　
勝
畑
田
鶴
子
）

オーストラリア（11月 9 日〜19 日） 韓国（11月15 日〜19 日）

　
当
時
の
子
供
達
が
、修
学
旅
行
に
出
か
け

る
よ
う
な
気
持
ち
で
母
親
か
ら
離
れ
、戦

場
の
海
へ
と
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

想
像
す
る
と
、目
の
前
に
あ
っ
た
美
し
い
海

が
ま
た
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。「
無
念
に
も

尊
い
命
を
失
っ
た
学
童
た
ち
」は
未
来
を
引

き
継
い
だ
私
た
ち
に
対
し
て
ど
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ

れ
に
私
た
ち
は
ど
う
応
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
語
る
対
話
の
空

間
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

沖縄（11月16日〜20日）

一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
し
た

管
弦
楽
団

定
期
演
奏
会



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

参
加
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
審

査
の
集
計
責
任

者
と
賞
品
の
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
と

い
う
や
り
が
い

の
あ
る
大
き
な

仕
事
と
め
ぐ
り

あ
い
ま
し
た
。ま

た
今
回
は
、実
行

委
員
と
し
て
だ

け
で
な
く
１
人
の
人
間
と
し
て
コ
ン
テ
ス

ト
に
の
ぞ
む
余
裕
が
生
ま
れ
、出
場
者
の

方
々
の
発
表
か
ら
様
々
に
考
え
を
巡
ら
す

こ
と
が
で
き
、と
て
も
有
意
義
で
濃
い
時

間
を
す
ご
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
発
表
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
、家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
た
循

環
型
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
取
組
み
で
し

た
。家
族
の
な
か
で
父
親
が
率
先
し
て
エ

コ
に
取
り
組
み
、子
供
が
そ
れ
に
楽
し
み

な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

は
非
常
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。そ
の
他
に
も
私
た
ち
が
個
人
レ
ベ

ル
で
実
践
で
き
る
エ
コ
な
取
り
組
み
が
数

多
く
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
温
暖
化
防
止
が
世
界
的
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
現
在
、個
人
・
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
エ

コ
意
識
改
革
と
エ
コ
活
動
の
普
及
を
目
指

し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
こ
と
は
、自
分
に
と
っ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
同
時
に
、一

人
ひ
と
り
の
取
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
生
活
環
境
学
科
３
年
　
松
岡
伸
）

る
学
生
も
首
都
圏
の
学
生
に
臆
す
る
こ
と

な
く
、各
人
の
志
望
す
る
企
業
ブ
ー
ス
に

お
い
て
、積
極
的
に
人
事
担
当
者
に
大
学

名
と
個
人
名
を
名
乗
っ
た
上
で
鋭
い
質
問

を
し
、大
い
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
図
り
つ

つ
、「
尚
絅
」の
名
も
多
く
の
企
業
に
印
象

付
け
て
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
達

は
そ
れ
ぞ
れ
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
様

子
で
、将
来
実
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
自

分
自
身
の
姿
を
夢
見
つ
つ
、充
足
感
と
多

少
の
不
安
そ
し
て
心
地
よ
い
疲
労
感
と
と

も
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
本
学
と
し
て

は
じ
め
て
取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、全
員
無
事
帰
宅
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

何
よ
り
の
こ
と
で
し
た
。

（
進
路
就
職
課
長
　
石
橋
秀
司
）

　
10
月
31
日（
土
）に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
セ
ン

タ
ー
み
や
ぎ
」主
催
の『
エ
コd

e

ス
マ
イ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
』は
、宮
城
県
内
で
行
わ
れ
て

い
る
エ
コ
な
取
り
組
み
や
物
、環
境
活
動

を
ひ
と
つ
に
集
め
、広
く
紹
介
し
て
い
く

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。生
活
環
境
学
科
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
特
別
協
力
と
い
う
形
で

参
加
し
、会
場
設
営
や
受
付
、「
尚
絅
学
院

大
学
生
活
環
境
学
科
賞
」の
審
査
・
表
彰
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
、今
年
と
実
行
委
員
と
し
て

　
第
43
回
尚
絅

音
楽
教
室
発
表

会
が
11
月
３
日

（
火
）戦
災
復
興

記
念
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
三
世
代

一
緒
の
ご
家
族

も
多
く
、
幼
稚

園
生
の
緊
張
の

中
に
も
微
笑
ま

し
い
演
奏
や
、

音
楽
大
学
受
験

を
目
指
し
た
真

剣
な
演
奏
は
皆

様
に
感
銘
を
抱

い
て
頂
け
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
、バ
イ
オ
リ
ン
、独
唱
の
他
に
、

皆
の
協
力
で
作
り
上
げ
た
合
唱
、弦
楽
合
奏

も
あ
り
、と
て
も
素
敵
な
響
き
で
音
楽
を
楽

し
む
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
講
師

で
仙
台
フ
ィ
ル
団
員
の
伊
部
祥
子
先
生
が

バ
イ
オ
リ
ン
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
音
楽
に
興
味
の
あ
る
方
、音
楽
教
室
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
、体
験
歓
迎
で
す
。

（
音
楽
教
室
講
師
　
日
下
美
希
）

■
連
絡
先

　
０
９
０-

６
６
８
９-

７
８
８
４

　
10
時
〜
19
時（
日
祭
日
を
除
く
）

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
激
変
し
た
就

職
状
況
を
踏
ま
え
、東
京
地
区
で
開
催
さ

れ
る「
企
業
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」に
積
極
的
に

参
加
し
早
め
に
就
職
活
動
の
準
備
に
取
り

掛
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、東
京
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
学
３
年
生

１
０
９
名
、教
員
４
名
、職
員
２
名
の
総
勢

１
１
５
名
は
、11
月
６
日
夜
10
時
に
仙
台

駅
前
を
貸
切
バ
ス
４
台
で
出
発
、長
町
・
南

仙
台
駅
等
を
経
由
し
仙
台
南
イ
ン
タ
ー
か

ら
東
北
自
動
車
道
を
ひ
た
走
り
、一
路
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。
途

中
、舞
浜
で
朝
食
休
憩
を
取
っ
た
あ
と
７

日
８
時
半
に
会
場
入
り
口
に
一
番
乗
り

し
、11
時
の
開
場
を
待
ち
ま
し
た
。
会
場

内
で
は
３
５
６
の
企
業
・
団
体
が
ブ
ー
ス

を
設
け
、７
０
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が
、

各
企
業
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
本
学
か
ら
の
１
０
０
名
を
超
え

SHOKEI   vol.470   08 09   SHOKEI   vol.470

就
職
活
動
に
向
け
て

東
京
バ
ス
ツ
ア
ー’
09

リ
ク
ナ
ビ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

企
業
合
同
セ
ミ
ナ
ー

　’
09
年
９
月
台
湾

の
台
北
市
で
開
催

さ
れ
た
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク（
聴
覚
障
害

者
の
五
輪
）で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。予
選
リ
ー
グ

は
６
ヵ
国
と
対
戦

し
グ
ル
ー
プ
２
位

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
が
、準
決
勝
で
、ア

メ
リ
カ
に
１

−

３
で
敗
れ
昨
年
の
世
界
選

手
権
に
続
い
て
の
決
勝
進
出
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
。気
持
ち
を
切
り
か
え
３
位

決
定
戦
で
は
や
っ
と
日
本
チ
ー
ム
ら
し
い

プ
レ
ー
が
で
き
３

−

０
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
夢
の
よ
う
な
大
き
な
舞
台
デ
フ
レ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
台
湾
の
文
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き

世
界
の
人
々
と
交

流
を
深
め
ら
れ
た

こ
と
は
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。ご

声
援
頂
き
ま
し
た

同
窓
生
の
皆
様
に

感
謝
致
し
ま
す
。あ

り
ご
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

エ
コ
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た

エ
コ
Ｄ
Ｅ
ス
マ
イ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
宮
城

銅
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た

デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会

柳
川
奈
美
子
（
06
年
卒
）

こ
の
聖
句
は
、イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
を
伝

道
に
派
遣
す
る
場
面
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
尚
絅
で
学
ん
だ
知
識
や

経
験
が
そ
の
ま
ま
新
し
い
人
生
で
役
に

立
つ
こ
と
は
極
め
て
稀
で
す
。い
や
、む
し

ろ
そ
の
よ
う
な
知
識
や
経
験
を
頼
り
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。し
か
し
、皆
さ
ん
は

尚
絅
で
の
礼
拝
で
ま
た
講
義
で
最
も
大

切
な
も
の
を
す
で
に
そ
の
か
ら
だ
に
受
け

て
い
ま
す
。勇
気
を
も
っ
て
、か
ら
だ
一
つ

で
、新
し
い
人
生
に
旅
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、与
え
ら
れ
た
環
境
の
た
だ
な
か

に
立
っ
て
、新
し
い
人
と
出
会
い
、学
び
、

そ
の
人
た
ち
と
と
も
に
成
長
し
て
く
だ
さ

い
。

　『
イ
エ
ス
は
十
二
人
を
呼
び
集
め
、

あ
ら
ゆ
る
悪
霊
に
打
ち
勝
ち
、病
気
を

い
や
す
力
と
権
能
を
お
授
け
に
な
っ

た
。そ
し
て
、神
の
国
を
宣
べ
伝
え
、病

人
を
い
や
す
た
め
に
遣
わ
す
に
あ
た

り
、次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。旅
に
は

何
も
持
っ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。杖

も
袋
も
パ
ン
も
金
も
持
っ
て
は
な
ら

な
い
。下
着
も
二
枚
は
持
っ
て
は
な
ら

な
い
。ど
こ
か
の
家
に
入
っ
た
ら
、そ

こ
に
と
ど
ま
っ
て
、そ
の
家
か
ら
旅
立

ち
な
さ
い
。(

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
：

９
章
１-

４
節)

』

卒
業
の
英
訳
は
普
通graduation(

課

程
の
修
了)

で
す
が
、
と
き
に

com
m
encem

ent

（
開
始
）と
言
い

ま
す
。卒
業
は
新
し
い
人
生
へ
の
旅
立

ち
だ
か
ら
で
す
。

十
二
人
を
派
遣
す
る
ー

「
旅
に
は
何
も

持
っ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」

学
院
長
　
加
藤
正
名

こ
の
春
、羽
ば
た
い
て
い
く

　
尚
絅
学
院
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

　
入
学
当
初
、自
分
に
は
一
体
何
が
出
来
る

の
か
将
来
就
職
す
る
事
も
見
据
え
、こ
の
４

年
間
は
色
々
な
事
に
挑
戦
す
る
と
い
う
目

標
を
立
て
ま
し
た
。

　
心
理
学
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、選

択
し
た
教
職
課
程
で
は
母
校
で
の
教
育
実

習
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
24
時
間
テ
レ

ビ
の
現
場
で
働
か
せ
て
頂
き
、日
々
の
ア
ル

バ
イ
ト
で
は
接
客
の
難
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。

　
私
に
と
っ
て
尚
絅
大
学
の
４
年
間
は

色
々
な
事
を
経
験
し
失
敗
し
悩
み
な
が
ら
、

将
来
の
自
分
を
考
え
る
貴
重
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
少
し
ず

つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
の
充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご

せ
た
の
は
、家
族
や
友
人
、先
生
方
の
協
力

が
あ
っ
て
実
現
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
と

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、応
援
団
に
所
属
し
、１
年
間
応
援

団
長
を
務
め
ま
し
た
。応
援
団
長
に
選
ば
れ

た
時
は
、生
徒
会
執
行
部
に
入
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、と
て
も
不
安
で
し
た
。

　
色
々
な
人
に
支
え
て
も
ら
う
ば
か
り
で

し
た
が
、人
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
は
、自
分
が

成
長
し
な
い
と
思
い
、自
分
な
り
に
考
え
、行

動
に
表
し
て
い
く
こ
と
で
、自
信
に
繋
が
り
、

１
年
間
、自
分
の
仕
事
を
最
後
ま
で
や
り
通

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、外
部
で
の
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、色
々
な
人
と
出

会
い
、学
び
、一
つ
ひ
と
つ
が
私
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
絅
で
過
ご
し
た
３
年
間
は
、部
活
動
や

生
徒
会
活
動
な
ど
、と
て
も
充
実
し
た
学
校

生
活
で
し
た
。こ
の
３
年
間
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。先
生
方
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
尚
絅
で
保
育
者
を
目
指
し
て
学
び
を

重
ね
て
き
た
２
年
間
は
、私
に
と
っ
て
1

日
1
日
が
か
け
が
い
の
な
い
も
の
で
し

た
。普
段
の
保
育
の
学
び
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、特
に
、初
め
て
の
1
人
暮
ら
し
か
ら

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
時
や
、そ
れ

ぞ
れ
期
待
と
不
安
を
持
ち
臨
ん
だ
実
習

の
際
に
は
、改
め
て
周
囲
の
人
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
、そ
の
温
か
さ

を
心
の
中
で
か
み
し
め
な
が
ら
充
実
し

た
学
び
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。卒
業
に
あ
た
り
寂
し
さ
を
残
し

つ
つ
も
こ
の
学
や
を
去
り
、い
よ
い
よ
保

育
者
と
し
て
社
会
に
出
て
い
き
ま
す
。尚

絅
で
の
学
び
を
忘
れ
ず
、今
ま
で
私
を
支

え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
少
し
ず
つ
恩
返

し
が
出
来
る
よ
う
、今
自
分
に
出
来
る
精

一
杯
の
事
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
／
芳
賀
実
由

大
学 

人
間
心
理
学
科

遠
藤
可
奈
絵

短
期
大
学
部
・
保
育
科

佐
々
木
亜
美

高 等 学 校

人 間 心 理 学 科

保 育 科 尚
絅
音
楽
教
室

暖
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た

発
表
会
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今
年
は
学
院
へ
の
募
金
の
為
、手
作
り
品

バ
ザ
ー
の
為
の
作
品
作
り
の
回
数
を
増
や

し
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

　「
聖
書
と
讃
美
歌
を
楽
し
む
会
」と
し
て
、

奇
数
月
の
第
２
月
曜
日
、午
前
10
時
か
ら
11

時
半
ま
で
尚
絅

音
楽
教
室
を
会

場
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
同

窓
会
行
事
で
の

歌
、
慰
問
演
奏

の
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
名
取
支
部
は
、平
成
16
年
に
設
立
、６
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。毎
年
、総
会
が
近
づ
く

と
、打
合
せ
会
や
総
会
の
会
場
に
つ
い
て
頭

を
悩
ま
せ
て
お
り
ま
し
と
こ
ろ
、エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
よ
り「
名
取
支
部
総
会

は
当
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
せ
ん
か
」と
お
声

か
け
を
い
た
だ
き
、迷
う
こ
と
な
く
総
会
会

場
に
決
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
は
、「
同
じ
屋
根
の
下
、我

が
家
に
名
取
支
部
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
」と

い
う
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
始
ま
り
、親
睦

を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　
懇
親
会
が
始
ま
る
前
、セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り「
こ
け

ら
落
し
」と
い
う
意
味
を
含
め
、お
茶
席
を

催
し
ま
し
た
。役
員
が
朝
早
く
か
ら
お
茶
道

具
一
式
を
持
ち
寄
り
、２
階
の
和
室
で
、ご

来
賓（
学
長
、学
院
長
、本
部
役
員
）そ
し
て

会
員
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、神
妙
に
お

点
前
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
会
場
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
昨

年
６
月
に
開
設
さ
れ
、講
座
も
充
実
し
て
お

り
、地
域
の
方
か
ら
は
評
判
が
よ
い
の
で
、

尚
絅
の
同
窓
生
と
し
て
と
て
も
嬉
し
く
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　
今
後
、私
達
同
窓
生
も
大
い
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
、研
鑽
と
親

睦
を
深
め
て

行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
名
取
支
部
長

小
野
す
ゑ
の
）

げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
尚
絅
学
院
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
り
つ
つ
支
援
の
輪
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。同
窓
会
活
動
が
出
会
い
を

大
切
に
、心
温
ま
る
良
き
交
わ
り
の
輪
を
広

げ
て
い
け
る
よ
う
に
と
願
い
つ
つ
。

　
同
窓
会
で
は
、北
は
北
海
道
、南
は
関
西

ま
で
15
支
部
が
活
動
し
て
お
り
、今
年
も
各

支
部
で
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

各
支
部
総
会
の
写
真
と
、今
年
度
開
設
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
名
取

支
部
総
会
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。ま
た
、支

部
の
方
よ
り
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
や
地
方
支
部
か
ら
の
本
部
役
員
選
出
、学

院
と
共
催
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
ご
意
見
・

ご
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
ご
意
見

は
、幹
事
会
、役
員
会
で
話
し
合
い
な
が
ら
、

今
後
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
近
い
同
窓
会
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
意
見
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、是
非
本
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。

出
会
い
が
い
っ
ぱ

い
の
09
年
度
を
ふ

り
返
っ
て

　
今
年
度
も
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
同
窓
会
が
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

て
輪
が
広
が
っ
た
１
年
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
同
窓
会
名
簿

作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、

特
に
そ
の
働
き
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。そ
の
作
業
は
若
い
卒
業
生
の
活

躍
と
、シ
ニ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
一
体
に

な
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。そ
し
て
、学

院
の
募
金
に
つ
い
て
も
母
校
を
思
う
気
持

ち
が
結
集
さ
れ
ま
し
た
。同
窓
会
関
係
募
金

総
額
は
５
８
５
件
、２
７
、０
０
０
、３
５
０

円（
本
部
会
計
積
立
金
か
ら
の
１
、

６
０
０
万
円
を
含
む
）で
し
た
。各
支
部
、厚

生
部
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
多
数
の
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

輪
が
広
が
っ
た
１
年
で
し
た

支
部
紹
介

会
長
　
鶴
間
順
子

名
取
支
部

我
が
家
で
の
温
か
い
集
ま
り

Pick
up
1

6/27 関西支部

9/5 北海道支部

10/17 仙南支部

6/27 岩手支部

9/12 亘理支部

10/24 山形支部

　
太
白
最
寄
会
で
は

今
年
度
活
動
を
企
画

す
る
に
あ
た
り「
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」に
問
合
せ

を
し
、担
当
の
庄
司

さ
ん
に
お
力
に
な
っ

て
頂
き
ま
し
た
。講

座
の
１
つ
で
あ
る「
元
気
塾
」（
互
い
に
尊
重

し
合
い
な
が
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
）の
企
画
と
し
て
９
月
に「
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を
頂
き
な
が
ら
思
い
出

の
歌
を
歌
い
語
ら
い
ま
し
ょ
う
」を
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
第
２
弾
と
し

て「
お
い
し
い
パ
ス
タ
づ
く
り
」を
１
月
に

実
施
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
第
３

弾
、第
４
弾
と
学
院
と
繋
が
り
を
持
ち
な
が

ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
太
白
最
寄
会
代
表
　
宮
内
仁
子
）

　　
去
る
12
月
12
日

（
土
）、広
瀬
校
舎
地

下
食
堂
に
て「
同
窓

会
ク
リ
ス
マ
ス
讃
美

礼
拝
・
祝
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
礼
拝
は
、深
田
雪
子
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
、北
三
番
丁
教
会
の
牧
師
江
連

先
生
が
、「
主
イ
エ
ス
は
幸
せ
の
道
で
す
」と

題
し
て
奨
励
下
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、後
援

会
と
同
窓
会
事
務
の
方
で
結
成
さ
れ
た
聖

歌
隊
に
よ
る
讃

美
も
あ
り
ま
し

た
。

　
第
２
部
祝
会

で
は
、
気
分
を

一
新
し
て
、
小

野
寺
正
美
さ
ん

に
よ
る
、
サ
ン

タ
姿
の
人
形
を

用
い
て
の
腹
話

術
や
聖
歌
隊
に

よ
る
手
話
を
ま

じ
え
て
の
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ

で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し

た
。ま
た
、会
場

に
集
ま
っ
た
方

全
員
の
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
は
、と
て
も
懐

か
し
く
胸
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。ク

リ
ス
マ
ス
会
に
出
席
し
た
一
人
ひ
と
り
が

母
校
へ
の
思
い
を
再
確
認
し
、尚
絅
の
発
展

の
為
に
、心
を
合
わ
せ
た
こ
の
一
日
。ま
た

来
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
再
会
す
る
事
を

心
に
願
い
つ
つ
、余
韻
に
浸
り
な
が
ら
母
校

を
後
に
し
ま
し
た
。

（
昭
和
43
年
短
保
卒
　
深
見
道
子
）

　
９
月
26
日（
土
）秋
晴
れ
の
中
、同
窓
会
役

員
４
名
、青
葉
区
か
ら
２
名
、若
林
区
か
ら

は
４
名
の
計
10
名
に
よ
り
代
表
連
絡
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
中
で
は
、各
最
寄
会
の
年
間
の
行
事

が
報
告
さ
れ
、今
後
の
活
動
を
話
し
あ
い
な

7/4 名取支部

9/26 登米支部

11/14 石巻支部

7/11 岩沼支部

10/3 大崎支部

11/21 東海支部

7/25 塩釜支部

10/10 気仙沼支部

12/5 関東支部

太
白
最
寄
会

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た

Pick
up
2

第
２
回
最
寄
会

代
表
者
連
絡
会

交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た

が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、さ
さ

や
か
な
昼
食

を
挟
み
な
が

ら
、自
己
紹
介

を
兼
ね
て
同

窓
会
活
動
に

携
わ
る
き
っ

か
け
な
ど
を

お
話
し
い
た

だ
い
た
中
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
と
平
行

し
て
、尚
絅
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
々
の
姿

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
熱
い
思

い
を
１
人
で
も
多
く
の
方
へ
伝
え
、同
窓
生

の
輪
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
若
林
区
最
寄
会
代
表
　
髙
橋
ふ
み
子
）

ぶ
ど
う
の
会

厚
生
部

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

各
地
で
開
か
れ
て
い
る
支
部
総
会
。
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
た
か
？

同
窓
会
の
今
年
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

あ
な
た
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

同
窓
会
総
会
実
行
委
員

ス
タ
ッ
フ
募
集

　
今
年
５
月
15
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
す

同
窓
会
総
会
は
、寅（
早
生
ま
れ
の
兎
）年

生
ま
れ
の
方
々
を
中
心
に
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。実
行
委
員
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。（
次
の
卒
年
の
方
大
歓
迎
で
す
。）

高
校
　
昭
32
・
44
・
56
・
平
５
卒

短
大
　
昭
34
・
46
・
58
・
平
７
卒

編
集
委
員
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
尚
絅
誌
同
窓
会
コ
ー

ナ
ー
担
当
の
編
集
委
員
を
設
け
ま
し
た
。

毎
年
２
月
号
は
同
窓
会
の
ペ
ー
ジ
が
２

ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
の
で
、皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ご
協
力

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
生
名
簿
に
関
す
る
お
願
い

　
住
所
・
氏
名
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
や

ク
ラ
ス
会
等
で
同
窓
生
の
情
報
が
分
か

り
ま
し
た
ら
、名
簿
や
情
報
を
同
窓
会
事

務
局
へ
お
知
ら
せ
頂
く
様
お
願
い
致
し

ま
す
。

尚絅学院　15 支部総会のみなさま

今期からの新しい役員です。
よろしくお願いいたします。

2010年度支部総会

皆様の参加お待ちしております

支部名 本年度開催日
登 米 ６月開催予定

６月19日
６月26日
７月３日
７月10日
７月17日
９月４日
９月11日
10月９日
10月16日
10月23日
10月30日
11月13日
11月20日
12月４日

関 西
岩 手
名 取
岩 沼
塩 釜
北 海 道
亘 理
気 仙 沼
山 形
仙 南
大 崎
石 巻
東 海
関 東

支部長
菅 野　 紘 子
播　    節 子
道又　百合子
小野　すゑの
佐 藤　 裕 子
遠 藤　 和 子
小 野　 樹 子
高 橋　 泰 子
上 西　 則 子
佐 藤　 徳 子
森 田　 文 子
佐 藤　 了 子
丁子　婦貴子
伊藤　八千穂
池 田　 世 子

※開催はいずれも土曜日となっております。

日程：2010年5月15日（土） 
場所：江陽グランドホテル総会
2010年8月3日（火） 輪王寺内北山霊園八三会

2010年12月11日（土）広瀬校舎内クリスマス讃美礼拝・祝会

ご案内

本部
行事

本部クリスマス 12月11日

参
加
者
募
集
！


